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論文の第 1 章はその先行文献調査、とりわけ、本研究では OPF の有効利用に重点をお
き、パームオイル産業において膨大に排出されている未利用蒸気を有効に利用する観点
から、調査がなされている。 
 仮に、マレーシアの油ヤシプランテーションで排出される OPF をすべて利用でき
たと仮定すると、8300 万トンもの OPF を利用できることになる。先に述べたように、
OPFのペティオールの部分だけでも良質の糖源に成り得るが、農業現場からは肥効成分
の循環利用の観点から、OPF の利用は歓迎されていない。したがって、第 2 章では、
OPFの細部を詳細に検討し、どの部分が肥効として有効であり、どの部分をプランテー
ションに残すべきであるのかを検討することとした。主に、ペティオール、茎、葉茎、












































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文の公聴会、最終試験において、聴衆から、糖からのエタノールの生産に関する
収率について質問されたが、論文著者からは、ブドウ糖、砂糖、果糖を例に、エタノー
ル生産において、炭酸ガスが副生するために、100％の重量収率にならないことが的確
に述べられた。また、審査委員から、OPFペティオールの経済性についての質問があっ
たが、著者からはパームオイル搾油工場の余剰蒸気の利用、プランテーションにおける
果実の収穫との連続性を理由に十分な事業性が期待できることを説明された。また、過
熱水蒸気処置により、酵素糖化反応におけるブドウ糖収率が大きく向上する点につき、
理由を質す質問が複数あったが、著者からは、XRD （X 線回折）の分析より得られた
セルロースの結晶化度を示して、それぞれ適切な答が示され、質問者の満足を得た。さ
らに、過熱水蒸気処理をもっと短時間にした場合の重要性についての指摘が調査委員か
らなされたが、他のパームバイオマスと比較して劇的な時間の短縮がなされていること
を理由に、今回の検討には含まれなかったこと、一方、将来的に応用研究を進める上で
は、連続処理を容易にするためにもこの点を明らかにせねばならないことが説明され、
質問者の満足を得た。以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、論文審査委
員会において慎重に審議した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分に値するもので
あると判断した。 
